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日本へは夏鳥として渡来し北海道から
沖縄まで広い範囲で繁殖し冬は東南
アジアへ渡って越冬する。西表島は
日本有数の繁殖地。日本で見られ
るカワセミ類には他にカワセミ・
ヤマセミがいるが、この中でアカ
ショウビンだけが渡り鳥。全長約
27cm、翼開長約40cmほど。上面
の羽毛は鮮やかな赤色で、体の下面は

橙褐色をしており雌雄ほぼ同色。大きな
赤いくちばしが特徴。（写真提供：菊田菊夫）
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＜塩釜税務署よりお知らせ＞ 国税の納付は、金融機関や税務署等の窓口に行く必要がない、非対面の「キャッシュレス納付」が大変便利です。

■ダイレクト納付を利用した予納
　ダイレクト納付を利用している方であれば、確定申告により納付することが見込まれる金額について、
その課税期間中に、あらかじめ納付日や納付金額等をe-Taxに登録しておくことで、登録した納付日に
預貯金口座から振替により納付（予納）することができます。
　納付日や納付金額を複数登録することができますので、定期的に均等額を納付することや、収入に応じ
て任意のタイミングで納付することができます。

パソコンやスマホから、即時
又は納付日を指定して、口座
引落しにより納付する方法
です。

e-Tax利用開始届出書、ダイ
レクト納付利用届出書の提出
が必要です。

インターネットバンキング、モバイルバンキング
又はATMから納付する方法です。

「国税クレジットカードお支払サイト（https://kokuzei.noufu.jp）」からお手持ちのクレジットカード
を利用して納付する方法です。 ※納付税額に応じた決済手数料がかかります。（決済手数料は国の収入
になるものではありません）。

インターネットバンキング又はモバイルバンキングの
契約、e-Taxの利用開始届出書の提出が必要です。

利用可能な金融機関については、
「ペイジー（https://www.pay-
easy.jp/）」でご確認ください。
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もう
始まってます！

e-Taxで登録申請手続を行っていただくと、書面で申請された場合
に比べて早期に登録通知を受けることができます！

多くの事業者の方が登録申請をされ
てます！
早めの登録を受けることで、取引先
へのお知らせがスムーズに！

e-Taxで申請した場合、電子データで登録通知を受け取れます！
電子データで受け取れば紛失のリスクがありません！

個人事業者の方はスマートフォンからでもe-Taxで申請できます。
e-Taxのこ利用には事前にマイナンバーカードの取得が必要です。

登録申請手続は、e-Taxe-Taxをご利用ください！

令和5年10月1日から、消費税の仕入税額控除の
方式としてインボイス制度が始まります。
インボイスを発行するためには、登録申請が
必要です。
登録を受けると、税務署から登録年月日
や登録番号などが通知されます。

登録を予定されている方

適格請求書発行事業者の登録申請を受付中！

消費税消費税消費税
知っていますか？インボイス制度知っていますか？インボイス制度
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 「
多
賀
城
の
地
名
由
来
」に
つ
い
て

 　
多
賀
城
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の

陸
奥
国
府
と
し
て
建
設
さ
れ
、
奈
良
時

代
に
は
鎮
守
府
も
並
置
さ
れ
て
古
代
東

北
の
政
治
・
軍
事
・
文
化
の
中
心
地
と

し
て
栄
え
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
賀
城
市
の
市
名

は
、
こ
の
古
代
の
「
多
賀
城
」
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、  „
多
賀
城
“
と
言
う
地
名

の
「
多
賀
」
は
、
何
か
ら
つ
け
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
よ
く
解
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
般
的
に
地
名
は
、
そ
の
土
地
の
自
然

や
地
形
環
境
、
文
化
・
歴
史
的
な
事
象

等
か
ら
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
西
や
東
の
各
地
に
設
置
さ
れ
た
古
代

城
柵
の
名
前
に
つ
い
て
見
る
と
、
九
州

の
「
大
野
城
」「
基
肄
城
」、
東
北
の

「
桃
生
城
」「
胆
沢
城
」
等
の
よ
う
に
、

明
ら
か
に
地
名
か
ら
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
宰
府
と
多
賀
城
は
、

古
代
律
令
国
家
に
お
い
て
特
別
な
存
在

で
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
西
と
東
の
両

端
に
於
い
て
「
遠
の
朝
廷
」
と
し
て
重

要
な
任
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

大
宰
府
の
「
大
宰
」
と
は
古
代
中
国
の

官
名
で
、「
王
を
た
す
け
て
国
家
を
治

め
る
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
」
と
言
う
意

味
で
す
。
多
賀
城
も
大
宰
府
と
同
じ
よ

う
に
特
別
の
命
名
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
中
国
に
典
拠
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
古
代
中
国
の
鏡
に
次
の
よ
う
な
銘
文

が
あ
り
ま
す
。

　
「
四
夷
服
、
多
賀
国
家
人
民
息
」

詠
み
下
し
は
、「
四
夷
を
服
し
多
く
国

家
に
賀
あ
り
て
人
民
を
息
ん
ず
」
と
読

み
、「
蝦
夷
（
四
夷
）
を
服
属
さ
せ
、

賀
（
よ
ろ
こ
び
）
が
多
く
あ
り
国
家
に

安
寧
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
意
味
で
す

ま
さ
に
、
中
華
思
想
に
基
づ
い
て
「
多

賀
城
」
と
命
名
さ
れ
た
と
理
解
で
き
ま

す
。（
参
考
『
東
北
「
海
道
」
の
古
代

史
』
平
川
南
著 

岩
波
書
店 

2
0
1
2
）

 「
宮
城
」の
名
の
由
来
に
つ
い
て

　
宮
城
県
や
宮
城
郡
の
「
宮
城
」
と
言

う
地
名
は
、
い
つ
頃
に
付
け
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
宮
城
郡
の
名
を
示
す
文

献
史
料
上
の
初
見
は
、『
続
日
本
紀
』

天
平
神
護
2
年
（
7
6
6
）
の
記
録
に

見
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
宮
城
郡
の
成
立
は

8
世
紀
中
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
と
こ
ろ
が
、
多
賀
城
に
隣
接
し
た
利

府
町
の
硯
沢
窯
跡
か
ら
「
宮
城
郡
」

「
宮
木
」
と
刻
書
さ
れ
た
須
恵
器
坏
が

出
土
し
、
須
恵
器
の
年
代
が
多
賀
城
創

建
期
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
宮

城
郡
」
は
、
8
世
紀
前
半
ま
で
遡
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
宮
城
郡
は
、
多
賀

城
創
建
期
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が

初
め
て
判
明
し
、
読
み
は
「
宮
木
」
と

表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
の

居
る
と
こ
ろ
で
あ
る
「
宮
城
」（
き
ゅ

う
じ
ょ
う
）
と
読
む
こ
と
を
避
け
る
た

め
「
宮
木
」
と
別
表
記
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
東
の
遠
の
朝
廷

で
あ
る
「
多
賀
城
」
か
ら
「
宮
城
」
郡

が
生
ま
れ
た
も
の
と
言
え
る
と
と
も
に
、

古
代
国
家
に
お
い
て
、「
多
賀
城
」
が

特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

 〈
宮
城
県
名
の
由
来
〉

　
前
記
の
こ
と
か
ら
、
一
歩
話
を
進
め

て
宮
城
県
の
県
名
由
来
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。

　
日
本
歴
史
地
名
体
系
4
『
宮
城
県
の

地
名
』（
平
凡
社 

1
9
8
7
）
に
よ
れ

ば
「
県
名
は
明
治
5
年
（
1
8
7
2
）

仙
台
県
を
改
称
し
て
発
足
。
県
名
は
、

古
代
よ
り
陸
奥
国
又
は
奥
羽
両
国
の
政

治
的
・
文
化
的
中
枢
で
あ
っ
た
宮
城
郡

か
ら
と
ら
れ
た
。」
と
解
説
さ
れ
て
い

ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
宮
城
郡
は
、

多
賀
城
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
こ

と
か
ら
、
多
賀
城
の
存
在
が
県
名
「
宮

城
県
」
の
由
来
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 「
多
賀
城
」の
範
囲

　
古
代
「
多
賀
城
」
の
範
囲
に
つ
い
て
、

市
民
の
方
々
か
ら
は
様
々
な
答
え
が
返

っ
て
き
ま
す
。
多
賀
城
跡
全
体
を
政
庁

跡
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
改
め
て

説
明
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
多
賀

城
跡
は
、
市
の
北
方
丘
陵
か
ら
低
湿
地

に
か
け
て
、
築
地
塀
や
材
木
塀
で
囲
ま

れ
て
い
る
一
辺
約
9
0
0
m
範
囲
の
広

さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
ぼ
中
央

部
に
一
辺
約
1
0
0
m
四
方
を
築
地
塀

で
囲
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
政
庁
跡
で

す
。
こ
れ
は
、
狭
義
の
多
賀
城
の
範
囲

で
す
。

　
多
賀
城
本
体
の
周
辺
に
多
賀
城
を
支

え
た
地
域
が
所
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
、
多
賀
城
南
門
か
ら
南
方
に
直

通
す
る
南
北
大
路
と
東
西
大
路
を
基
準

と
し
て
小
路
で
区
割
り
さ
れ
た
南
北
約

8
0
0
m
、
東
西
約
1
5
0
0
ｍ
の
範

囲
に
広
が
る
街
並
み
で
す
。
さ
ら
に
、

多
賀
城
の
東
側
に
隣
接
す
る
七
ヶ
浜
の

鼻
節
神
社
か
ら
「
国
府
厨
印
」
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
国
府
の
食
料
を
調
達
す

る
役
所
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
を
証
明

す
る
資
料
と
し
て
、
多
賀
城
を
支
え
る

施
設
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
宮
城
」
の
地
名
由
来
の
資

料
で
あ
る
「
宮
城
郡
」「
宮
木
」
の
文

字
資
料
が
利
府
町
の
硯
沢
窯
跡
や
七
ヶ

浜
町
の
表
浜
貝
塚
か
ら
も
発
見
さ
れ
て

入
る
こ
と
や
、
利
府
町
の
春
日
窯
跡
群

は
多
賀
城
に
供
給
さ
れ
た
須
恵
器
や
瓦

を
生
産
し
た
窯
業
の
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
多
賀
城
と
そ
の

周
辺
の
地
域
は
、
古
代
の
宮
城
郡
を
構

成
す
る
地
域
で
も
あ
り
、
広
義
の
多
賀

城
と
言
え
ま
す
。

Relay Talk
vol.42

明
日
へ

明
日
へ

リ
レ
ー
ト
ー
ク

し　
い

や
す

「
今
昔
を
通
し
た

　  

多
賀
城
の
紹
介
」

　
　
　
　
　
　 （
6
回
シ
リ
ー
ズ
）

七
ヶ
浜
町  

高
倉 
敏
明

　
間
も
な
く
多
賀
城
創
建
１
３
０

０
年
を
迎
え
る „
多
賀
城
“の
歴

史
的
な
価
値
と
重
要
性
を
知
っ
て

頂
く
た
め
、6
回
シ
リ
ー
ズ
で
多

賀
城
を
紹
介
し
ま
す
。

第
1
回
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 「
多
賀
城
の
地
名
由
来
」に
つ
い
て

 　
多
賀
城
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の

陸
奥
国
府
と
し
て
建
設
さ
れ
、
奈
良
時

代
に
は
鎮
守
府
も
並
置
さ
れ
て
古
代
東

北
の
政
治
・
軍
事
・
文
化
の
中
心
地
と

し
て
栄
え
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
賀
城
市
の
市
名

は
、
こ
の
古
代
の
「
多
賀
城
」
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、  „
多
賀
城
“
と
言
う
地
名

の
「
多
賀
」
は
、
何
か
ら
つ
け
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
よ
く
解
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
般
的
に
地
名
は
、
そ
の
土
地
の
自
然

や
地
形
環
境
、
文
化
・
歴
史
的
な
事
象

等
か
ら
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
西
や
東
の
各
地
に
設
置
さ
れ
た
古
代

城
柵
の
名
前
に
つ
い
て
見
る
と
、
九
州

の
「
大
野
城
」「
基
肄
城
」、
東
北
の

「
桃
生
城
」「
胆
沢
城
」
等
の
よ
う
に
、

明
ら
か
に
地
名
か
ら
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
宰
府
と
多
賀
城
は
、

古
代
律
令
国
家
に
お
い
て
特
別
な
存
在

で
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
西
と
東
の
両

端
に
於
い
て
「
遠
の
朝
廷
」
と
し
て
重

要
な
任
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

大
宰
府
の
「
大
宰
」
と
は
古
代
中
国
の

官
名
で
、「
王
を
た
す
け
て
国
家
を
治

め
る
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
」
と
言
う
意

味
で
す
。
多
賀
城
も
大
宰
府
と
同
じ
よ

う
に
特
別
の
命
名
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
中
国
に
典
拠
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
古
代
中
国
の
鏡
に
次
の
よ
う
な
銘
文

が
あ
り
ま
す
。

　
「
四
夷
服
、
多
賀
国
家
人
民
息
」

詠
み
下
し
は
、「
四
夷
を
服
し
多
く
国

家
に
賀
あ
り
て
人
民
を
息
ん
ず
」
と
読

み
、「
蝦
夷
（
四
夷
）
を
服
属
さ
せ
、

賀
（
よ
ろ
こ
び
）
が
多
く
あ
り
国
家
に

安
寧
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
意
味
で
す

ま
さ
に
、
中
華
思
想
に
基
づ
い
て
「
多

賀
城
」
と
命
名
さ
れ
た
と
理
解
で
き
ま

す
。（
参
考
『
東
北
「
海
道
」
の
古
代

史
』
平
川
南
著 

岩
波
書
店 

2
0
1
2
）

 「
宮
城
」の
名
の
由
来
に
つ
い
て

　
宮
城
県
や
宮
城
郡
の
「
宮
城
」
と
言

う
地
名
は
、
い
つ
頃
に
付
け
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
宮
城
郡
の
名
を
示
す
文

献
史
料
上
の
初
見
は
、『
続
日
本
紀
』

天
平
神
護
2
年
（
7
6
6
）
の
記
録
に

見
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
宮
城
郡
の
成
立
は

8
世
紀
中
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
と
こ
ろ
が
、
多
賀
城
に
隣
接
し
た
利

府
町
の
硯
沢
窯
跡
か
ら
「
宮
城
郡
」

「
宮
木
」
と
刻
書
さ
れ
た
須
恵
器
坏
が

出
土
し
、
須
恵
器
の
年
代
が
多
賀
城
創

建
期
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
宮

城
郡
」
は
、
8
世
紀
前
半
ま
で
遡
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
宮
城
郡
は
、
多
賀

城
創
建
期
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が

初
め
て
判
明
し
、
読
み
は
「
宮
木
」
と

表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
の

居
る
と
こ
ろ
で
あ
る
「
宮
城
」（
き
ゅ

う
じ
ょ
う
）
と
読
む
こ
と
を
避
け
る
た

め
「
宮
木
」
と
別
表
記
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
東
の
遠
の
朝
廷

で
あ
る
「
多
賀
城
」
か
ら
「
宮
城
」
郡

が
生
ま
れ
た
も
の
と
言
え
る
と
と
も
に
、

古
代
国
家
に
お
い
て
、「
多
賀
城
」
が

特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

 〈
宮
城
県
名
の
由
来
〉

　
前
記
の
こ
と
か
ら
、
一
歩
話
を
進
め

て
宮
城
県
の
県
名
由
来
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。

　
日
本
歴
史
地
名
体
系
4
『
宮
城
県
の

地
名
』（
平
凡
社 

1
9
8
7
）
に
よ
れ

ば
「
県
名
は
明
治
5
年
（
1
8
7
2
）

仙
台
県
を
改
称
し
て
発
足
。
県
名
は
、

古
代
よ
り
陸
奥
国
又
は
奥
羽
両
国
の
政

治
的
・
文
化
的
中
枢
で
あ
っ
た
宮
城
郡

か
ら
と
ら
れ
た
。」
と
解
説
さ
れ
て
い

ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
宮
城
郡
は
、

多
賀
城
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
こ

と
か
ら
、
多
賀
城
の
存
在
が
県
名
「
宮

城
県
」
の
由
来
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 「
多
賀
城
」の
範
囲

　
古
代
「
多
賀
城
」
の
範
囲
に
つ
い
て
、

市
民
の
方
々
か
ら
は
様
々
な
答
え
が
返

っ
て
き
ま
す
。
多
賀
城
跡
全
体
を
政
庁

跡
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
改
め
て

説
明
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
多
賀

城
跡
は
、
市
の
北
方
丘
陵
か
ら
低
湿
地

に
か
け
て
、
築
地
塀
や
材
木
塀
で
囲
ま

れ
て
い
る
一
辺
約
9
0
0
m
範
囲
の
広

さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
ぼ
中
央

部
に
一
辺
約
1
0
0
m
四
方
を
築
地
塀

で
囲
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
政
庁
跡
で

す
。
こ
れ
は
、
狭
義
の
多
賀
城
の
範
囲

で
す
。

　
多
賀
城
本
体
の
周
辺
に
多
賀
城
を
支

え
た
地
域
が
所
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
、
多
賀
城
南
門
か
ら
南
方
に
直

通
す
る
南
北
大
路
と
東
西
大
路
を
基
準

と
し
て
小
路
で
区
割
り
さ
れ
た
南
北
約

8
0
0
m
、
東
西
約
1
5
0
0
ｍ
の
範

囲
に
広
が
る
街
並
み
で
す
。
さ
ら
に
、

多
賀
城
の
東
側
に
隣
接
す
る
七
ヶ
浜
の

鼻
節
神
社
か
ら
「
国
府
厨
印
」
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
国
府
の
食
料
を
調
達
す

る
役
所
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
を
証
明

す
る
資
料
と
し
て
、
多
賀
城
を
支
え
る

施
設
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
宮
城
」
の
地
名
由
来
の
資

料
で
あ
る
「
宮
城
郡
」「
宮
木
」
の
文

字
資
料
が
利
府
町
の
硯
沢
窯
跡
や
七
ヶ

浜
町
の
表
浜
貝
塚
か
ら
も
発
見
さ
れ
て

入
る
こ
と
や
、
利
府
町
の
春
日
窯
跡
群

は
多
賀
城
に
供
給
さ
れ
た
須
恵
器
や
瓦

を
生
産
し
た
窯
業
の
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
多
賀
城
と
そ
の

周
辺
の
地
域
は
、
古
代
の
宮
城
郡
を
構

成
す
る
地
域
で
も
あ
り
、
広
義
の
多
賀

城
と
言
え
ま
す
。

多賀城跡周辺の航空写真
利府町硯沢窯跡出土「刻書土器」（写真：利府町生涯学習課提供）

「宮城郡」 「宮木」

■
高
倉
敏
明
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

出
身
地
：
登
米
市
中
田
町

現
住
所
：
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

（
略
　
歴
）

昭
和
48
年
3
月
：
東
北
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
（
考
古
学

　
　
　
　
　

専
攻
）
卒
業

昭
和
48
年
：
福
島
県
教
育
庁
に
入
庁

　
　

54
年
：
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
に
文
化
財
専
門
職
員
と

　
　
　
　
　

し
て
採
用

　
　
　
　
　

市
内
の
遺
跡
発
掘
調
査
に
従
事
す
る
他
、
文
化

　
　
　
　
　

財
行
政
の
業
務
を
担
当
す
る

平
成
2
年
：
社
会
教
育
課
文
化
財
第
1
係
長

　
　
　
　
　

多
賀
城
跡
立
体
復
元
整
備
事
業
に
着
手

　
　

6
年
：
多
賀
城
跡
建
物
復
元
工
事
実
施
設
計
書
作
成

　
　

9
年
：
多
賀
城
市
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

　
　

13
年
：
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　

16
年
：
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
長

　
　

19
年
：
多
賀
城
市
市
民
経
済
部
商
工
観
光
課
長

　
　

21
年
：
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
長

　
　

23
年
：
定
年
退
職　
（
3
・
11
東
日
本
大
震
災
）

　
　
　
　
　

＊
文
化
財
行
政
の
新
た
な
視
点
と
し
て
、「
文

　
　
　
　
　
　

化
財
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
提
唱
。

　
　
　
　
　

＊
歴
史
的
風
土
の
特
性
を
有
す
る
多
賀
城
市
の

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
で

　
　
　
　
　
　

明
ら
か
と
な
っ
た
古
代
多
賀
城
の
街
並
み
を

　
　
　
　
　
　

現
代
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と

　
　
　
　
　
　

を
考
え
、
都
市
計
画
と
の
共
生
を
目
指
し
た

　
　
　
　
　
　

―
遺
跡
と
都
市
計
画
―
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
　

23
年
：
非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用
さ
れ
る

　
　
　
　
　

＊
文
化
財
専
門
員
と
し
て
文
化
財
課
に
配
属
さ

　
　
　
　
　
　

れ
る
。

　
　
　
　
　

＊
東
日
本
大
震
災
の
文
化
財
被
害
調
査
、
板
倉

　
　
　
　
　
　

等
の
調
査
と
歴
史
資
料
等
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活

　
　
　
　
　
　

動
。
そ
の
成
果
を
『
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
活

　
　
　
　
　
　

動
報
告
書
』
と
し
て
刊
行
。

　
　

26
年
：
多
賀
城
市
観
光
協
会
事
務
局
長　

観
光
業
務
に

　
　
　
　
　

従
事
。

　
　

29
年
：
3
月
末
日
で
退
職

〇
現
在
、
市
民
活
動
団
体
の
「
N
P
O
ゲ
ー
ト
シ
テ
ィ
多
賀

　

城
」
代
表
、「
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
市
民
活
動
団
体
等
連
絡
協

　

議
会
」
会
長
と
し
て
、
活
動
し
て
い
る
。

（
主
な
著
作
）

　

・『
多
賀
城
市
史　

第
4
巻　

考
古
資
料
』（
共
著
）
多
賀

　
　

城
市　

1
9
9
1

　

・「
多
賀
城
周
辺
の
計
画
的
地
割
に
つ
い
て
」『
条
里
制
研

　
　

究 
第
8
号
』
条
里
制
研
究
会

　

・『
多
賀
城
跡
』
日
本
の
遺
跡
30　

同
成
社 

　

・「
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
附
寺
跡
の
保
護
行
政
の
経
緯
と

　
　

課
題
」
坪
井
清
足
先
生
の
卒
寿
記
念
論
文
集 

２
０
１
０

　

・「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
文
化
財
被
害
と
救
援
活
動
」　

　
　
『
被
災
地
の
博
物
館
に
聞
く
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編

　
　

吉
川
弘
文
館　

2
0
1
2

　

・「
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
立
体
復
元
整
備
事
業 

多
賀
城
南

　
　

門
復
元
計
画
の
実
現
」『
宮
城
考
古
学
』　

宮
城
県
考
古

　
　

学
会　

2
0
2
0

活
動

フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト

4月13日
決算法人説明会

4月25日
租税教室（松島第一小）

4月14日
新人社員向けセミナー



令和4年5月16日（6）法　人　ニ　ュ　ー　ス（第344号）



（7）令和4年5月16日 法　人　ニ　ュ　ー　ス （第344号）



令和4年5月16日（8）法　人　ニ　ュ　ー　ス（第344号）

参加者
募　集

お知らせ

お知らせ

あ
と
が
き

　
会
員
の
皆
様
、
法
人
会
の
新
し
い
年

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
達
広
報
委
員

会
も
い
ろ
い
ろ
な
新
企
画
を
準
備
し
て

あ
た
ら
し
い
年
度
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
リ
レ
ー
ト
ー
ク
か
ら

で
す
が
５
月
号
か
ら
は
１
年
間
６
回
連

続
で
の
連
載
企
画
を
始
め
ま
す
。
塩
釜

法
人
会
の
活
動
エ
リ
ア
で
あ
る
二
市
三

町
そ
れ
ぞ
れ
街
の
ご
紹
介
を
よ
り
深
く

掘
り
下
げ
る
目
的
で
１
年
間
で
1
市
・

町
の
ペ
ー
ス
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
始
め
は
２
年
後
に
創
建
千
三

百
年
を
迎
え
る
多
賀
城
市
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。広

報
委
員
長　
宮 

城　
　

 

順

　平素から当会の運営にご協力を賜りお礼申し上げ
ます。
　さて、出費多端な折、誠に恐縮ではございますが、
本年度の会費を次の期日まで納入いただきますよう
お願いいたします。
（１）「口座振替」をご利用の会員
　ご指定の下記金融機関口座から会費（年１回）を
振替させていただきますので、残高のご確認をよろ
しくお願いします。
　

（２）「払込票」をご利用の会員
　後日送付する払込票(振込用紙)により、最寄りの
当会取引銀行各支店から指定する納入期限（令和４
年6月30日(木)）まで振込いただきますようお願い
いたします。

（振替日）
　七  十  七  銀  行：令和4年6月15日（水）
　上記以外の金融機関：令和4年6月  7日（火）

入選作品入選作品入選作品

《塩釜地区租税教育推進協議会会長賞》 

「税金が　広げてくれる　未来絵図」
塩竈市立第一小学校　6年1組　横田　輝星

《公益社団法人塩釜法人会会長賞》

「税金を　納めて築く　未来のくらし」
塩竈市立月見ヶ丘小学校　6年2組　庄子　世夏

《塩釜間税会会長賞》

「税金で　未来ヘバトン　つなげよう」
松島町立松島第一小学校　6年2組　小畑　光正

《塩釜税務署長賞》 

「学ぼうよ　税金納める　意味と義務」
塩竈市立杉の入小学校　6年3組　上野　佑奈

第
27
回 
令
和
3
年
度

税
に
関
す
る
標
語

税
に
関
す
る
標
語

税
に
関
す
る
標
語

「消費税インボイス制度と
電子帳簿保存方法の留意点」

令和４年度の
会費納入について

令和4年度 第11回定時総会

開催日時：6月15日（水） 午後1時30分から
会　　場：マリンゲート塩釜　3Fマリンホール
講　　師：塩釜税務署
　　　　　法人課税第一部門　担当官
受 講 料：無料（携行品：筆記用具）
参加申込：6月8日（水）まで
　　　　　受講申込書に必要事項を記入しFAX 365‒5577
　　　　　または郵送でお申し込みください。
※新型コロナウイルス感染症拡大により予定が変更とな
　る場合がございますので、詳しくは当会ホームページ
　でご確認ください。　本年度の定時総会は、新型コロナウイルスの感染症拡大防止

と会員皆様の健康、安全面を最優先に考え、総会記念講演会並
びに会員交流会を取り止め、規模を縮小して開催いたします。
　正会員の皆様におかれましては、このような諸般の事情を十
分にお汲み取りいただき、別途送付いたします「総会ご案内」に
同封の「出欠通知（はがき）」により事務局へご返信くださいま
すよう、ご理解とご協力をお願いいたします。

開催日時：6月8日（水） 午後4時から
会　　場：ホテルグランドパレス塩釜
　　　　　　 （塩竈市尾島町3-5 ☎367-3111）

新局長横顔

※
表
紙
写
真
提
供
／ 

多
賀
城
市
観
光
協
会

塩
釜
法
人
会

会
員
募
集
中

税
を
味
方
に
、

　
強
い
経
営
を
。

税
を
味
方
に
、

　
強
い
経
営
を
。

日　　　時 名　　　称 会　　場
令
和
４
年

5月17日㈫
5月20日㈮
6月  8日㈬
6月15日㈬
6月20日㈪
 6月27日㈪
7月11日㈪
7月20日㈬
7月26日㈫

県連総務委員会
県連理事会
第11回定時総会
インボイス制度及び電子帳簿保存法研修会
県連定時社員総会
東北六県連理事会
県連事業委員会
県連厚生委員会
県連広報委員会

15：00

13：00

16：00

13：30

15：30

15：00

15：00

15：00

仙台ビルディング
パレスへいあん

ホテルグランドパレス塩釜
マリンゲート塩釜3F
江陽グランドホテル
江陽グランドホテル
仙台ビルディング
仙台ビルディング
仙台ビルディング

これからのスケジュールこれからのスケジュール

令和4年3月21日付で採用とな
りました髙橋博です。
皆様のお力になれるよう努力し
てまいります。
よろしくお願いいたします。


